
で
、
ル
カ
サ
市
で
の
世
界
理
事
会
に

出
版
予
定
で
あ
る
。
出
版
の
た
め
の

資
金
が
、
ア
シ
テ
ジ
の
予
算
か
ら
支

給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ド
イ
ツ
・

セ
ン
タ
ー
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
担

当
す
る
。
広
告
費
は
Ｕ
Ｓ
＄
２
５
０

〜
６
０
０
で
、
各
セ
ン
タ
ー
、
各
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
等
に
内
容
が
限
定
さ

れ
る
。
全
セ
ン
タ
ー
は
無
料
で
２
部

の
年
鑑
誌
を
受
け
取
る
予
定
で
あ
る
。

今
回
は
、
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

報
告
も
新
加
盟
セ
ン
タ
ー
の
審
議
も

な
か
っ
た
。

今
回
の
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス
世

界
理
事
会
と
平
行
し
て
、
３
つ
の
フ

ォ
ー
ラ
ム
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
児
童

青
少
年
演
劇
祭
で
あ
る
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｎ
Ａ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
が

同
時
開
催
さ
れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

テ
ー
マ
は
、「
国
際
児
童
青
少
年
演

劇
祭
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な
作
品

が
好
ま
れ
る
か
？
」、「
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
国
で
児
童
青
少
年
演
劇
の
た
め

に
ど
の
よ
う
な
文
化
政
策
が
発
展
し

て
き
た
か
？
」、「
劇
作
家
に
よ
る
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
と
意
見
交
換
」
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
、
世
界
理
事
と
ラ
テ

ン
・
ア
メ
リ
カ
の
演
劇
人
た
ち
が
パ

ネ
リ
ス
ト
と
し
て
登
壇
し
た
。

次
回
世
界
理
事
会

次
回
の
世
界
理
事
会
は
、
ザ
ン
ビ

ア
の
ル
サ
カ
市
で
平
成
19
年
５
月
に

ア
フ
リ
カ
地
域
会
議
と
同
時
開
催
さ

れ
る
予
定
で
あ
る
。

（
訳
・
小
林
由
利
子
）

２
０
０
８
年
の
世
界
大
会
で
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
現
事
務
局
長
が
退
職
す

る
の
で
、
今
後
ア
シ
テ
ジ
事
務
局
を

ど
こ
に
設
置
す
る
か
に
つ
い
て
、
将

来
ワ
ー
キ
ン
グ
・
グ
ル
ー
プ
が
中
心

に
な
り
検
討
し
て
い
く
。
次
回
の
世

界
理
事
会
に
何
ら
か
の
原
案
が
提
案

さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
事
務
局
設
置

に
か
か
わ
る
費
用
に
関
し
て
、
何
ら

か
の
資
金
集
め
を
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
２

０
０
８
年
に
デ
ン
マ
ー
ク
の
財
務
担

当
も
退
職
予
定
で
あ
る
。

名
誉
会
長
賞
に
つ
い
て

ア
シ
テ
ジ
名
誉
会
長
賞
は
、
一
昨

年
度
「
芸
術
優
秀
者
の
た
め
の
ア
シ

テ
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
名
誉

会
長
賞
」と
い
う
名
称
に
変
更
さ
れ
、

２
０
０
７
年
初
旬
に
各
セ
ン
タ
ー
あ

て
に
推
薦
依
頼
書
が
送
付
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
締
切
は
２
０
０
７
年
10

月
で
ト
ル
コ
の
世
界
理
事
会
で
審
査

委
員
会
（
韓
国
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ル
ワ
ン
ダ
、
世
界
理
事
以
外
２
名
）

が
開
催
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。

ア
シ
テ
ジ
年
鑑
誌
に
つ
い
て

２
０
０
７
／
２
０
０
８
ア
シ
テ
ジ

年
鑑
誌
の
テ
ー
マ
は
、「
次
世
代
」

平
成
18
年
10
月
16
〜
22
日
に
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ

レ
ス
で
世
界
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。
主
催
者
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
・
セ
ン
タ
ー
は
、
世
界
理
事
と

ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ11

カ
国
（
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
、
ペ
ル

ー
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
メ
キ

シ
コ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
、
チ
リ
）
か
ら
15
名
の
児
童
青

少
年
演
劇
人
を
招
待
し
た
。

第
16
回
世
界
大
会
に
つ
い
て

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ア
デ
レ
ー

ド
市
で
開
催
予
定
の
第
16
回
世
界
大

会
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
ジ
ェ
シ
カ
・
マ
シ
ン
氏
、

芸
術
監
督
の
ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
ク
ロ

ス
氏
、
世
界
理
事
の
（
副
会
長
）

ト
ニ
ー
・
マ
ッ
ク
氏
が
、
世
界
大

会
の
概
要
説
明
を
行
っ
た
。
舞
台

芸
術
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
フ
ォ
ー

ラ
ム
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
が
、

世
界
大
会
と
同
時
開
催
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
詳
細
はw

w
w
.assitoi

2008.com
.au

に
随
時
掲
載
さ
れ
て

い
る
。

将
来
の
ア
シ
テ
ジ
事
務
局
に
つ

い
て
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10
月
中
旬
の
約
一
週
間
を
使
っ
て

南
ド
イ
ツ
の
静
か
な
田
舎
町
シ
ュ
バ

ー
ヴ
ィ
ッ
シ
ユ
・
グ
ム
ン
ト
で
ト
リ

エ
ン
ナ
ー
レ
開
催
さ
れ
て
い
る
影
絵

劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
へ
足
を
運
び
ま

し
た
。
影
絵
劇
だ
け
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
大
変
に
珍
し
く
、
私
の
知
る

限
り
こ
の
ド
イ
ツ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
と
中
国
唐
山
市
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
だ
け
で
す
。
中
国
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
中
国
の
伝
統
芸
能
で
あ
る
皮

影
戯
が
主
体
で
あ
り
、
こ
の
ド
イ
ツ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

式
（
と
い
う
方
式
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
）
が
自
然
と
そ
の
主
体
に
な
っ

て
い
ま
す
。
正
式
名
称
は
「7

.
Internationales

Schattentheater
Festival

（
第
７
回
国
際
影
絵
劇
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）」
今
回
の
開
催
は

10
月
16
日
〜
21
日
の
６
日
間
。
公

演
団
体
は
８
カ
国
15
作
品
。
Ｅ
Ｕ
圏

外
か
ら
は
タ
イ
、
カ
ナ
ダ
の
２
カ
国

の
参
加
で
す
。

ツ
ァ
ー
は
人
形
劇
関
係
者
の
集
ま

り
で
あ
る
日
本
ウ
ニ
マ
の
皆
さ
ん
の

お
世
話
に
な
り
、
楽
し
い
旅
を
す
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

以
前
か
ら
感
じ
て
い
る
事
で
す
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
形
劇
や
演
劇
に

は
面
白
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
観
客
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
よ
り

も
自
分
た
ち
の
表
現
に
、
よ
り
興
味

を
持
っ
て
優
先
し
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
舞
台
の
多
い
事
で
す
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
は
全
部
に
当
て
は
ま
る

事
で
は
な
い
の
で
す
が
、
レ
ベ
ル
の

低
い
作
品
の
場
合
こ
の
傾
向
が
と
て

も
顕
著
で
す
。
た
だ
し
ど
こ
か
の
国

の
様
に
観
客
に
こ
び
る
と
い
う
様
な

事
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
こ

れ
が
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
に
な
る
と

ヒ
ュ
ー
マ
ン
で
わ
か
り
や
す
く
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
完
成
度
の
高

い
作
品
が
突
然
出
現
す
る
の
で
す
。

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
も
こ
の

傾
向
は
強
く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
作
品
で
気
が
つ
い
た

特
徴
を
挙
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

１
、
影
絵
美
術
が
モ
ノ
ト
ー
ン
で

あ
る
こ
と
。

色
彩
の
使
用
に
は
あ
ま
り
興
味
を

持
っ
て
い
な
い
ら
し
い
。「
影
絵
」

と
い
う
も
の
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
の

違
い
か
も
し
れ
な
い
。

２
、
も
う
一
つ
は
デ
ザ
イ
ン
が
省

略
的
で
あ
る
事
と
、
そ
の
線
の
弾
き

方
が
直
線
的
で
あ
る
事
。
細
か
く
リ

ア
ル
な
デ
ザ
イ
ン
は
か
な
り
少
な

い
。３

、「
影
絵
」
の
「
絵
」
の
完
成

度
を
上
げ
る
事
に
あ
ま
り
努
力
を
払

わ
な
い
。

ス
ク
リ
ー
ン
上
を
「
絵
」
と
し
て

と
ら
え
る
意
識
は
あ
ま
り
な
い
の
か

も
し
れ
な
い
。

４
、「
人
形
」
を
あ
ま
り
は
っ
き

り
見
せ
な
い
様
に
操
演
を
行
う
傾
向

が
あ
る
。

素
早
く
動
か
し
た
り
、
ぼ
か
し
て

映
し
た
り
、
要
す
る
に
あ
ま
り
は
っ

き
り
観
客
の
目
に
留
ま
ら
な
い
様
に

操
演
す
る
事
が
多
い
様
だ
。

以
上
、
日
本
の
私
た
ち
の
感
覚
と

比
べ
た
場
合
の
特
徴
を4

点
挙
げ
て

み
ま
し
た
が
、
も
ち
ろ
ん
他
に
も
い

ろ
い
ろ
な
特
徴
が
あ
っ
て
舞
台
の
成

果
に
対
し
て
プ
ラ
ス
に
も
マ
イ
ナ
ス

に
も
働
い
て
い
ま
す
。
ド
イ
ツ
語

「S
c
h
a
tte
n
th
e
a
te
r

」
の

「Schatten

」、
英
語
「Shadow

play

」

の
「Shadow

」
も
「
影
」
で
あ
っ
て

「
影
絵
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た

ち
は
「
影
絵
」
と
い
う
言
葉
に
象
徴

さ
れ
る
様
に
「
絵
」
と
し
て
の
意
識

を
多
か
れ
少
な
か
れ
持
っ
て
い
ま
す

が
、そ
う
し
た
意
識
は
海
外
の
場
合
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
限
ら
ず
希
薄
な
様
で

す
。今

回
の
フ
ェ
ス
の
閉
会
式
で
は
、

ほ
と
ん
ど
全
部
の
作
品
を
見
た
参
加

者
に
投
票
を
さ
せ
て
そ
の
人
気
順
位

を
発
表
す
る
と
い
う
催
し
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
上
位
作
品
か
ら2

作
品
を

紹
介
し
ま
し
よ
う
。

１
位
「
ピ
ー
タ
ー
と
狼
」T

heateer
Laku

Paka
（
ド
イ
ツ
）

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
テ
ー
マ

が
「
影
絵
劇
と
音
楽
」
で
あ
っ
た
事

も
あ
っ
て
有
名
な
劇
音
楽
や
バ
レ
エ

音
楽
に
題
材
を
求
め
た
作
品
が
多
か

っ
た
が
、
こ
の
作
品
が
も
っ
と
も
バ

ラ
ン
ス
よ
く
仕
上
が
っ
て
い
た
。
プ

ロ
コ
フ
ィ
エ
フ
の
同
名
の
名
曲
を
駆

使
し
、
演
奏
者
が
フ
ル
ー
ト
と
ソ
プ

ラ
ノ
サ
ッ
ク
ス
を
持
ち
替
え
で
旋
律

を
テ
ー
プ
の
音
楽
に
合
わ
せ
て
演
奏

す
る
。
な
か
な
か
達
者
で
あ
る
。
デ

ザ
イ
ン
は
直
線
的
な
省
略
性
の
高
い

も
の
。
ス
ト
ー
リ
ー
展
開
も
安
定
し

て
い
て
見
易
く
、
幅
広
い
観
客
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
作
品
。

３
位「
オ
ル
フ
ェ
オ
の
歌
」Controluce

Teatro
O
m
bre

（
イ
タ
リ
ア
）

旧
市
街
は
ず
れ
の
公
園
に
あ
る
大

き
な
会
場C

o
n
g
ress-C

en
tru
m

Stadgarten

で
公
演
さ
れ
た
割
合
大

き
な
規
模
の
作
品
。
イ
タ
リ
ア
の
定

評
あ
る
劇
団
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話

の
オ
ル
フ
ェ
ウ
ス
伝
説
の
舞
台
化
で

あ
る
。
舞
台
上
に
は
大
き
な
布
が
幾

重
か
に
用
意
さ
れ
、
ダ
ン
サ
ー
が
登

場
し
ダ
ン
ス
的
な
動
き
と
そ
の
動
く

布
に
映
さ
れ
る
影
で
見
せ
て
い
く
。

複
雑
な
布
の
動
き
と
ダ
ン
サ
ー
た
ち

の
動
き
が
不
思
議
な
空
間
を
作
つ
て

い
る
。
観
客
対
象
は
中
学
生
以
上
位

で
あ
ろ
う
。
散
漫
に
な
り
や
す
い
手

法
を
と
り
な
が
ら
良
く
ま
と
め
て
い

た
。

ア
シ
テ
ジ
　
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス 

　
　
世
界
理
事
会
　
報
告

　
　
世
界
理
事
会
　
報
告 

ア
シ
テ
ジ
　
ブ
エ
ノ
ス
・
ア
イ
レ
ス 

　
　
世
界
理
事
会
　
報
告 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

【
編
集
委
員
】
石
坂
慎
二
、
上
保
節

子
、
菊
田
朋
義
、、
林
　
陽
一
、
ふ

じ
た
あ
さ
や

後
　
藤
　
　
　
圭

後
　
藤
　
　
　
圭 

（
劇
団
か
か
し
座
代
表
）

（
劇
団
か
か
し
座
代
表
） 

影
絵
劇
祭
見
聞
記

影
絵
劇
祭
見
聞
記 

後
　
藤
　
　
　
圭 

（
劇
団
か
か
し
座
代
表
） 

影
絵
劇
祭
見
聞
記 

副 会 長　島田　静仁
大野　幸則
細沼　淑子

世界理事　小林由利子
事務局長　石坂　慎二
理　　事　石川　　明

伊藤　巴子
香川　良成
上保　節子
菊田　朋義

理　　事　後藤　　圭
後藤　武弥
下山　　久
白石　武士
鈴木　龍男
内木　文英
林　　陽一
ふじたあさや
町永　義男
山崎　靖明

2007 迎春
ことしもよろしくおねがいいたします

国際児童青少年演劇協会
（アシテジ）日本センター

会計監査　鈴木　　徹
山形　重和

相 談 役　多田　　徹
土方　与平

t
終
演
後
舞
台
裏
に
詰
め
か
け
る
子
ど
も
た
ち

s
シ
ュ
バ
ー
ベ
ッ
シ
ュ
・
グ
ム
ン
ト
の
象
徴

Johanniskirche

（S
tJohn's

C
hurch

）

ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
教
会
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二
〇
〇
六
年
十
一
月
二
五
日
、
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
中
央
部
に
位
置
す
る
ノ

ッ
テ
ィ
ン
ガ
ム
近
郊
の
町
か
ら
車
で

六
時
間
の
道
の
り
を
移
動
し
て
、
八

十
歳
の
ド
ロ
シ
ー
・
ヒ
ー
ス
コ
ー
ト

女
史
が
ロ
ン
ド
ン
へ
や
っ
て
き
ま
し

た
。
教
え
子
の
ク
リ
ス
・
ロ
ー
レ
ン

ス
氏
が
運
営
す
る
ド
ラ
マ
教
師
の
団

体
「
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ラ
マ
」
の
講
座

に
、講
師
と
し
て
招
か
れ
た
の
で
す
。

彼
女
は
ド
ラ
マ
教
育
に
お
け
る
プ

ロ
セ
ス
・
ド
ラ
マ
の
先
駆
者
と
し

て
、
た
い
へ
ん
有
名
で
す
。
プ
ロ
セ

ス
・
ド
ラ
マ
で
は
、
教
師
と
子
ど
も

と
が
一
緒
に
な
っ
て
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
演
じ
な
が
ら
、
ド
ラ
マ
作
り
を
し

ま
す
。
そ
の
目
的
は
、
ド
ラ
マ
の
な

か
で
扱
わ
れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て

考
え
た
り
、
そ
の
状
況
を
探
っ
た
り

す
る
こ
と
で
す
。
な
か
で
も
大
切
な

の
は
、
教
師
が
子
ど
も
を
、
ド
ラ
マ

を
学
ぶ
「
学
習
者
（learner

）」
と
し

て
扱
う
の
で
は
な
く
、
ド
ラ
マ
を
生

み
出
す
「
動
作
主
（
＝
行
動
の
主
体
、

agent

）」
と
し
て
扱
う
こ
と
で
す
。

こ
と
彼
女
の
プ
ロ
セ
ス
・
ド
ラ
マ

に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
動
作
主
と

な
る
た
め
に
（
受
身
に
な
ら
な
い
よ

う
に
）、
即
興
を
使
い
な
が
ら
、
先

の
展
開
が
読
め
な
い
よ
う
な
ド
ラ
マ

作
り
が
行
わ
れ
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
彼
女
は
子
ど
も
が
次

の
展
開
を
予
測
す
る
こ
と
な
く
、

「
今
」
を
観
察
し
な
が
ら
、
一
生
懸

命
に
生
き
る
よ
う
仕
向
け
ま
す
。
こ

の
彼
女
の
活
動
は
、「
生
き
る
練
習

の
た
め
の
ド
ラ
マ
」
と
し
て
、
一
九

七
〇
年
代
か
ら
八
〇
年
代
に
か
け
て

世
界
中
で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

プ
ロ
セ
ス
・
ド
ラ
マ
の
手
法
の
一

つ
に
、
彼
女
の
功
績
と
も
い
え
る

「
専
門
家
の
マ
ン
ト
（M

antle
of
the

E
xpert

）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
な
か
で
は
、
子
ど
も

が
依
頼
人
か
ら
相
談
を
受
け
る
専
門

家
の
一
団
と
な
り
ま
す
。
そ
の
一
方

で
教
師
は
、
子
ど
も
の
前
で
は
良
き

協
力
者
と
し
て
、
ま
た
見
え
な
い
と

こ
ろ
で
は
電
話
や
手
紙
を
使
い
な
が

ら
、
依
頼
人
と
し
て
の
役
割
を
演
じ

ま
す
。

こ
の
活
動
の
注
目
す
べ
き
と
こ
ろ

は
、
学
校
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
扱
わ

れ
る
学
科
か
ら
、
教
師
が
必
要
に
応

じ
て
選
び
出
し
た
も
の
を
、
あ
る
テ

ー
マ
の
も
と
、
一
つ
の
「
企
て
」
と

し
て
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
そ

し
て
子
ど
も
は
、
週
一
回
行
わ
れ
る

ド
ラ
マ
の
授
業
の
な
か
で
、
ゆ
つ
く

り
と
種
々
様
々
な
知
識
や
技
術
そ
し

て
自
分
の
能
力
を
、
同
時
か
つ
総
合

的
に
養
い
ま
す
。
例
え
ば
「
中
世
の

修
道
院
」
を
扱
う
場
合
、
子
ど
も
は

は
じ
め
修
道
院
の
仕
組
み
に
つ
い
て

学
び
、
そ
の
後
に
修
道
僧
を
演
じ
ま

す
。
続
い
て
、
別
の
場
所
で
働
く
司

教
か
ら
手
紙
が
送
り
届
け
ら
れ
、
新

し
い
修
道
女
の
た
め
に
、
修
道
院
で

の
生
活
に
つ
い
て
の
規
則
教
本
を
作

る
よ
う
依
頼
さ
れ
ま
す
。
こ
の
教
本

の
製
作
過
程
に
お
い
て
、
教
師
の
巧

み
な
誘
導
の
も
と
、子
ど
も
は
言
語
、

美
術
、
工
作
、
数
学
、
科
学
、
宗
教
、

歴
史
、
地
理
、
音
楽
と
い
っ
た
教
科

を
学
ぶ
こ
と
に
な
り
ま
す
。し
か
も
、

子
ど
も
の
仮
の
専
門
知
識
も
、
や
が

て
は
本
物
の
知
識
へ
と
進
化
し
て
い

き
ま
す
。

私
も
参
加
し
た
ロ
ン
ド
ン
・
ド
ラ

マ
の
講
座
で
は
、「
専
門
家
の
マ
ン
ト
」

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
「
コ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
・
モ
デ
ル
（C

o
m
m
issio

n
M
odel

）」
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
展
開
の
課
程
は
こ
れ
ま
で
と
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
今
回
は
架
空
の
依

頼
主
で
は
な
く
、
本
物
の
依
頼
主
が

登
場
し
ま
す
。
例
え
ば
、
〇
二
年
に

行
わ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
ド

ロ
シ
ー
女
史
の
勤
め
る
中
学
校
の
子

ど
も
が
、
新
築
を
予
定
し
て
い
る
地

元
の
病
院
か
ら
「
建
物
に
付
随
す
る

庭
園
の
設
計
を
し
て
も
ら
え
な
い

か
」
と
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

彼
女
は
志
願
者
を
募
り
、
集
ま
っ
た

三
四
人
の
子
ど
も
と
一
緒
に
九
カ
月

に
わ
た
っ
て
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

子
ど
も
は
「
病
院
の
庭
園
」
を
テ
ー

マ
に
、
病
院
内
の
人
や
仕
事
に
つ
い

て
こ
と
ご
と
く
調
査
し
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
の
背
景
で
は
、
彼
女
が
学
校

と
の
兼
ね
合
い
を
検
討
し
な
が
ら
、

子
ど
も
が
心
理
、
演
劇
、
国
語
、
生

物
、
古
典
、
地
理
、
体
育
と
い
っ
た

教
科
を
学
べ
る
よ
う
に
支
え
ま
し
た
。

こ
の
事
例
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
で
は

現
実
的
な
依
頼
を
受
け
る
こ
と
で
、

活
動
の
リ
ア
リ
テ
ィ
を
高
め
、
子
ど

も
に
よ
り
重
い
責
任
感
を
持
た
せ
ま

す
。
た
だ
し
、
よ
り
重
い
か
ら
こ
そ
、

子
ど
も
は
活
動
に
や
り
が
い
を
感

じ
、
積
極
的
に
参
加
し
て
、
本
当
の

知
識
と
そ
の
真
の
理
解
を
獲
得
し
て

い
く
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
す
。

「
専
門
家
の
マ
ン
ト
」
の
発
表
か

ら
十
年
以
上
経
ち
ま
す
が
、
こ
の
活

動
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
最
近
で
す
。
〇
三
年
に
英
国
政
府

が
発
表
し
たE

very
C
hild

M
atters

と
い
う
政
策
やE

xcellence
and

E
njoym

ent

の
出
版
が
き
っ
か
け
と

な
っ
て
、
小
学
校
で
は
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
全
体
を
如
何
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
教

え
て
い
く
か
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
た
の
が
、
彼
女
の

活
動
で
す
。
も
は
や
、
科
目
ご
と
に

分
類
さ
れ
た
教
授
法
で
は
、
教
育
に

限
界
が
み
え
た
と
い
う
判
断
で
し
た
。

こ
の
講
座
を
通
し
て
、
私
は
、
明

日
の
社
会
を
生
き
る
た
め
に
現
代
の

子
ど
も
た
ち
が
必
要
と
し
て
い
る
も

の
は
、
空
想
の
世
界
に
と
ど
ま
る
こ

と
な
く
、
自
分
の
生
き
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
と
密
着
し
た
現
実
味
あ
る
ド
ラ

マ
の
世
界
に
身
を
置
く
こ
と
な
の
か

も
し
れ
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

－5－

昨
年
（
二
〇
〇
五
年
六
月
）、
私

た
ち
風
の
子
九
州
の
兄
弟
劇
団
と
言

っ
て
も
い
い
、
韓
国
の
児
童
青
少
年

専
門
劇
団
『
サ
ダ
リ
（“

は
し
ご‘

の

意
）』
の
劇
場
、『
サ
ダ
リ
・
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
』が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

演
劇
人
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
作

品
を
い
つ
で
も
上
演
で
き
る
専
用
劇

場
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
一
つ
の

大
き
な
夢
で
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

サ
ダ
リ
は
創
立
十
八
年
で
こ
の
夢
を

叶
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
と

同
じ
よ
う
に
、
韓
国
で
も
児
童
青
少

年
演
劇
の
地
位
は
（
演
劇
界
の
中
で

も
）
決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
劇
場
を
建
て
る
に
あ
た
っ
て

は
、
仲
間
で
あ
る
は
ず
の
演
劇
人
か

ら
『
サ
ダ
リ
の
代
表
は
気
が
狂
っ
て

い
る
』
な
ど
と
揶
揄
さ
れ
る
様
な
こ

と
も
あ
っ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

と
も
か
く
も
、
創
立
十
八
年
目
、
名

実
共
に
韓
国
の
児
童
劇
の
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
で
あ
っ
た

“

サ
ダ
リ‘

が
、

ま
た
新
た
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
拓
い
た

と
言
っ
て
も
差
し
支
え
な
い
と
思
い

ま
す
。

サ
ダ
リ
・
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、

若
者
の
街
・
演
劇
の
街
と
し
て
観
光

案
内
等
に
も
紹
介
さ
れ
る
『
大
学
路

（
テ
ハ
ン
ノ
）』
の
一
角
に
、
六
階
建

て
の
酒
落
た
外
観
の
ビ
ル
と
し
て
建

設
さ
れ
ま
し
た
。
館
内
に
は
『
ド
ン

グ
ラ
ミ
（
ま
る
）
劇
場
』

『「
セ
モ
（
三
角
）、
ネ

モ
（
四
角
）
劇
場
』
の

三
つ
の
劇
場
を
擁
し
、

劇
団
サ
ダ
リ
そ
の
も
の

の
事
務
所
も
こ
の
中
に

あ
り
ま
す
。
現
在
ま
で

の
と
こ
ろ
、
サ
ダ
リ
の

作
品
は
一
階
の
ド
ン
グ

ラ
ミ
劇
場
（
観
客
収
容

人
数
約
二
百
人
）
で
上

演
さ
れ
る
こ
と
が
多

現
在
、
韓
国
で
は
観
客
の
劇
場
離

れ
が
叫
ば
れ
始
め
て
い
る
と
聞
き
ま

す
。
大
企
業
、
大
資
本
に
よ
る
打
ち

上
げ
花
火
的
な
無
料
公
演
の
増
加

（
日
本
の
某
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
の

進
出
に
よ
る
入
場
料
の
価
格
破
壊

も
、
そ
の
一
助
と
な
っ
て
い
る
と
か

…
）
や
、“

生‘

の
も
の
よ
り
知
識
偏

重
の
教
育
熱
な
ど
な
ど
…
。
学
校
、

幼
稚
園
、
保
育
園
公
演
が
ほ
と
ん
ど

行
わ
れ
な
い
韓
国
の
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
は
、
劇
場
に
足
を
運
ぶ
（
親

に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
う
）こ
と
が
、

ほ
ぼ
唯
一
の
生
の
舞
台
に
ふ
れ
る
機

会
で
す
。
そ
の
機
会
が
今
、
急
速
に

失
わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
現
実
。
日

本
に
い
る
私
た
ち
も
、
も
ち
ろ
ん
対

岸
の
火
事
と
言
っ
て
は
い
ら
れ
ま
せ

ん
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
劇
団
サ

ダ
リ
の
、
そ
し
て
サ
ダ
リ
ア
ー
ト
セ

ン
タ
ー
に
課
せ
ら
れ
た
課
題
と
役
割

は
、
こ
れ
か
ら
も
っ
と
も
っ
と
大
き

な
も
の
に
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。韓

国
の
児
童
文
化
の
先
駆
者
、
開

拓
者
と
し
て
の
劇
団
サ
ダ
リ
の
奮
闘

に
期
待
す
る
と
共
に
、
海
を
越
え
た

友
と
し
て
、
私
た
ち
風
の
子
九
州
も

同
じ
時
代
を
一
緒
に
楽
し
く
前
向
き

に
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サ
ダ
リ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
経
営
的

に
も
十
分
に
安
定
し
な
が
ら
、
三
つ

の
劇
場
で
い
つ
で
も
児
童
劇
の
花
が

咲
き
誇
る
、
文
字
通
り
『
芸
術
の
中

心
』
に
育
つ
こ
と
を
夢
見
な
が
ら
。

く
、
私
た
ち
風
の
子
九
州
の
二
作
品

『
に
っ
こ
り
ぽ
っ
か
り
座
』
と
『
風

の
子
あ
そ
び
や
　
と
っ
ぴ
ん
し
ゃ

ん
』
も
こ
こ
で
上
演
し
ま
し
た
。
他

の
二
劇
場
、
セ
ネ
と
ネ
モ
は
そ
れ
ぞ

れ
収
容
人
数
約
五
百
人
と
少
し
規
模

が
大
き
く
、
主
に
大
人
向
け
の
他
劇

団
の
作
品
が
上
演
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
達
が
『
と
っ
ぴ
ん
し
ゃ
ん
』
を
上

演
し
た
二
〇
〇
六
年
九
月
は
、
二
劇

場
共
に
ロ
ン
グ
ラ
ン
の
二
作
品
を
抱

え
、
事
務
所
は
て
ん
て
こ
舞
の
状
態

で
し
た
。

ま
た
、
劇
団
サ
ダ
リ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
劇
団
情
報
の
配
信
を
積

極
的
に
行
っ
て
い
り
、
そ
の
会
員
数

は
全
国
で
三
万
人
に
及
ぶ
そ
う
で

す
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
チ
ケ

ッ
ト
の
予
約
を
す
る
人
が
多
く
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
芝
居
を
観
て
く
れ

た
観
客
か
ら
の
感
想
も
ひ
っ
き
り
な

し
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
会
員
サ
ー
ビ

ス
も
頻
繁
に
行
わ
れ
、
昨
年
の
『
に

っ
こ
り
ぽ
っ
か
り
座
』
上
演
の
際
に

は
、
作
品
中
の
パ
ン
ト
マ
イ
ム
ご
っ

こ
『
お
面
遊
び
』
に
因
ん
で
、
会
員

が
子
ど
も
達
の
写
真
を
応
募
す
る

『
素
敵
な
笑
顔
・
泣
き
顔
コ
ン
ク
ー

ル
』
も
開
か
れ
ま
し
た
。
サ
ダ
リ
の

『
俳
優
達
も
、
自
分
た
ち
の
新
し
い

表
現
を
探
し
、
作
品
を
生
み
出
し
て

い
く
場
と
し
て
、
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー

を
積
極
的
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

『
本
を
読
む
サ
ダ
リ
』
と
題
し
て
、

開
場
前
の
十
五
分
程
度
、
ト
ン
グ
ラ

ミ
劇
場
の
ロ
ビ
ー
や
正
面
玄
関
前
の

テ
ラ
ス
で
、
一
人
な
い
し
二
人
の
自

分
た
ち
で
考
え
た
企
画
の
小
作
品

を
、
無
料
で
上
演
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
感
想
も
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
、
こ
う
し
た
観

客
と
の
や
り
と
り
の
中
か
ら
、
サ
ダ

リ
の
本
公
演
に
の
せ
ら
れ
る
作
品
が

生
ま
れ
る
の
も
、
遠
い
話
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

十
九
年
前
に
教
育
劇
団
と
し
て
誕

生
し
た
サ
ダ
リ
。
現
在
も
そ
の
流
れ

を
継
承
し
、
姉
妹
組
織
の
『
サ
ダ
リ

遊
び
研
究
所
』『
サ
ダ
リ
体
の
動
き

研
究
所
』
と
共
に
、
舞
台
劇
の
制
作

だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
の
表
現
活
動

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
精
力
的
に

行
い
、
正
に“

子
ど
も
と
演
劇
の
間

に
か
か
る
は
し
ご
＝
架
け
橋‘

と
し

て
の
役
割
を
存
分
に
果
た
し
て
い
る

サ
ダ
リ
に
と
っ
て
、
サ
ダ
リ
ア
ー
ト

セ
ン
タ
ー
は
、
韓
国
の
児
童
文
化
の

城
と
し
て
、
大
き
な
役
割
と
責
任
を

担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

サ
ダ
リ
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
思
う 
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ダ
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ダ
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勘
　
文

飛
　
田
　
勘
　
文 

（
ド
ラ
マ
教
師

（
ド
ラ
マ
教
師
・
演
出
家
）

演
出
家
） 

ロ
ン
ド
ン
で
学
ぶ
演
劇
教
育

連
載
③ 

　
　
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル 

飛
　
田
　
勘
　
文 

（
ド
ラ
マ
教
師
・
演
出
家
） 

t
ド
ロ
シ
ー
女
史
と
ク
リ
ス
氏

▲授業風景

▲ドングラミ劇場
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平
成
18
年
10
月
25
〜
29
日
に
ノ
ル

ウ
ェ
ー
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
サ
ン
で
国

際
児
童
青
少
年
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
準
備
会
議
と
セ
ミ
ナ
ー
が
、

ア
グ
デ
ル
大
学
演
劇
学
部
で
開
催
さ

れ
た
。６
カ
国（
韓
国
、
ド
イ
ツ
、
ト
ル

コ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
Ｕ
Ｓ
Ａ
、
日
本
）

か
ら
９
名
の
参
加
者
で
し
た
。
会
議

の
目
的
は
、
児
童
青
少
年
演
劇
リ
サ

ー
チ
に
関
す
る
情
報
交
換
、
新
し
い

国
際
的
共
同
研
究
の
可
能
性
探
求
、

各
国
内
お
よ
び
国
際
舞
台
芸
術
研
究

大
会
に
お
け
る
児
童
青
少
年
演
劇
研

究
の
推
進
、
な
ど
で
し
た
。
舞
台
芸

術
研
究
に
お
い
て
、
児
童
青
少
年
演

劇
分
野
が
立
ち
遅
れ
、
世
界
的
に
み

て
も
研
究
者
も
少
な
い
と
い
う
現
状

が
あ
る
の
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
、
お
互
い
に
助
け
合
い
、
刺
激

し
合
い
、
こ
の
分
野
の
発
展
に
寄
与

し
よ
う
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今

回
は
６
カ
国
の
現
状
が
報
告
さ
れ

た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
顕
著
な
特
徴
と

し
て
、
１
歳
半
か
ら
２
歳
対
象
の
児

童
演
劇
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
実
施
さ

れ
、
研
究
途
上
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
し
た
。
幼
児
の
成
長
に
合
わ
せ
た

作
品
づ
く
り
の
特
徴
が
解
明
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
最
後
に
正
式
名
称
と

し
て
国
際
児
童
青
少
年
演
劇
リ
サ
ー

チ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（International

T
heatre

for
Y
oung

A
udience

R
esearch

N
etw
ork

）、
略
し
て
Ｉ
Ｔ

Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｎ
と
い
う
組
織
が
正
式
に
立

ち
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

北
欧
ア
シ
テ
ジ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
（
隔
年
開
催
）
が
同
時
開
催
さ
れ

ス
テ
ィ
バ
ル
に
招
待
さ
れ
、
そ
こ
で

作
品
が
上
演
さ
れ
る
。

副
会
長
の
チ
ラ
ラ
氏
か
ら
９
月18

日
の
授
賞
式
に
海
外
ゲ
ス
ト
と
し
て

参
列
し
て
ほ
し
い
、
と
い
う
依
頼
を

受
け
ザ
ン
ビ
ア
の
首
都
ル
サ
カ
に
行

っ
た
。
海
外
か
ら
参
列
者
が
あ
る
賞

と
い
う
こ
と
で
、
プ
レ
ス
や
政
府
が

興
味
を
示
す
現
実
を
目
の
当
た
り
に

し
、
来
年
は
是
非
日
本
か
ら
た
く
さ

ん
の
方
々
が
参
列
に
ご
協
力
い
た
だ

け
れ
ば
と
願
っ
て
や
ま
な
い
、
と
。

ザ
ン
ビ
ア
は
確
か
に
遠
い
が
、
そ
の

自
然
の
美
し
さ
、
さ
ま
ざ
ま
な
動
物

（
シ
マ
ウ
マ
の
美
し
さ
は
格
別
）、

人
々
の
温
か
さ
、
小
中
高
等
学
校
の

演
劇
部
活
動
へ
の
熱
い
思
い
、
ま
さ

に
演
劇
が
発
展
し
て
い
く
過
程
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
、
少
年

少
女
が
演
じ
る
伝
統
的
な
踊
り
と
歌

に
呪
術
性
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
。

（
世
界
副
会
長
・
川
村
学
園
女
子
大

学
）
小
林
由
利
子

て
い
ま
し
た
。
幼
児
向
け
作
品
が
い

く
つ
か
上
演
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

原
色
の
衣
装
を
つ
け
ア
ク
シ
ョ
ン
だ

け
で
子
ど
も
の
注
意
を
引
く
よ
う
に

し
て
い
た
の
が
残
念
で
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
年
齢
層
の
作
品
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
積
極
的
に
制
作
さ
れ
て
い

く
気
運
を
感
じ
ま
し
た
。
次
回
の
Ｉ

Ｔ
Ｙ
Ａ
Ｒ
Ｎ
会
議
は
、
10
月
に
ト
ル

コ
、
11
月
に
ア
リ
ゾ
ナ
州
立
大
学
で

開
催
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
演
劇
リ
サ
ー

チ
研
究
大
会
と
の
同
時
開
催
に
な
る

予
定
で
す
。

青
少
年
演
劇
に
か
か
わ
る
プ
ロ
演
劇

人
は
、
た
っ
た
一
人
と
い
う
現
状
で

あ
る
。
し
か
し
、
高
校
演
劇
は
非
常

に
盛
ん
で
、
日
本
と
同
様
に
脚
本
を

書
き
、
演
出
す
る
、
大
勢
の
先
生
方

が
各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

賞
の
高
等
学
校
の
部
の
最
優
秀
作
品

は
、
イ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
る
東
南
・

南
ア
ジ
ア
の
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
フ
ェ

国
際
児
童
青
少
年
演
劇

国
際
児
童
青
少
年
演
劇 

　
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
会
議 

国
際
児
童
青
少
年
演
劇 

　
リ
サ
ー
チ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議 

小
林
由
利
子 

（
世
界
副
会
長
・
川
村
学
園
女
子
大
学
） 

二
つ
の
報
告 

s
ア
グ
テ
ル
大
学

日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
に

日
本
代
表
閉
の
一
員
と
し
て
参
加
し

た
。
日
程
は
十
月
七
〜
二
十
日
で

「
黄
金
週
間
と
呼
ば
れ
る
晴
天
に
恵

ま
れ
た
行
程
は
過
密
な
れ
ど
と
て
も

充
実
し
た
日
々
だ
っ
た
。

同
行
者
は
藤
沢
義
男
氏
、
木
俣
貞

雄
氏
、
佐
藤
典
雄
氏
、
蒔
田
敏
雄
氏
、

芳
森
久
仁
子
女
史
、
遠
藤
真
美
女
史

の
20
〜
70
代
の
各
世
代
か
ら
１
名
ず

つ
選
出
さ
れ
た
異
色
（
？
）
の
「
７

人
の
侍
」
だ
っ
た
。

私
は
こ
の
ド
イ
ツ
研
修
、
単
な
る

比
較
論
で
は
な
く
見
る
も
の
聞
く
も

の
を
感
じ
、
そ
の
中
か
ら
、
自
分
が

持
帰
り
や
る
べ
き
事
を
発
見
し
よ
う

と
考
え
て
い
た
り
そ
の
分
で
は
文
化

思
索
、
政
界
の
異
な
る
ド
イ
ツ
を
訪

問
で
き
た
こ
と
は
非
常
に
大
き
か
っ

た
。

「
身
近
な
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
る
演
劇
」

日
本
の
現
状
に
お
い
て
、
学
校
で

の
体
育
館
公
演
や
市
、
県
の
主
催
で

の
子
ど
も
達
の
た
め
の
鑑
賞
教
室
の

激
減
し
て
い
る
中
、
我
々
創
造
団
体

（
劇
団
）

は
「
良
い
も
の
を
届
け

た
い
」
と
常
に
考
え
、
努
力
し
て
い

る
。こ

の
点
は
日
本
も
ド
イ
ツ
も
同
じ

と
感
じ
る
。
た
だ
、「
生
の
舞
台
」

を
「
文
化
」
と
し
て
身
近
な
も
の
に

お
い
て
い
る
の
は
悔
し
い
が
ド
イ
ツ

の
方
が
先
を
進
ん
で
い
る
と
感
じ

た
。
そ
れ
は
文
化
に
対
す
る
培
わ
れ

た
歴
史
が
あ
る
か
ら
と
い
え
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
劇
場
へ
足
を
運
ぶ
こ

と
、「
生
の
舞
台
に
ふ
れ
る
」
こ
と

が
ほ
ん
と
に
小
さ
な
子
ど
も
の
頃
か

ら
習
慣
と
し
て
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

大
き
い
。
子
ど
も
達
が
上
演
後
の
カ

ー
テ
ン
コ
ー
ル
を
最
後
ま
で
当
た
り

前
の
よ
う
に
自
然
に
こ
な
し
て
い
た

の
が
ま
さ
に
そ
の
こ
と
だ
。

も
う
一
つ
あ
げ
る
の
が
州
・
都
か

ら
の
補
助
に
よ
る
観
劇
料
の
安
さ
。

全
般
的
に
言
え
た
の
だ
が
一
番
驚
い

た
の
が
ド
レ
ス
デ
ン
で
観
た
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
。
キ
ャ
ス
ト
60
名
・
フ
ル
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
大
が
か
り
な
作
品
だ

っ
た
が
な
ん
と
５
ユ
ー
ロ（
750
円
！
）

い
や
は
や
、
こ
れ
は
や
は
り
芸
能
・

芸
術
と
い
う
文
化
を
身
近
に
、
そ
し

て
必
要
と
考
え
て
い
る
国
民
性
か
ら

為
さ
れ
る
も
の
だ
ろ
う
。
思
わ
ず
た

め
息
が
こ
ぼ
れ
る
ほ
ど
だ
。

「
パ
ン
と
ワ
イ
ン
と
演
劇
と
」

「
演
劇
が
ド
イ
ツ
人
に
と
っ
て
な

く
て
は
な
ら
な
い
も
の
」
と
演
劇
教

育
家
の
ス
テ
ラ
女
史
が
話
し
て
く
れ

た
が
、
ま
さ
し
く
そ
の
言
葉
が
政
府

や
民
衆
が
支
え
て
い
る
「
文
化
」
の

「
根
」
な
ん
だ
ろ
う
と
実
感
す
る
。

彼
等
に
と
っ
て
文
化
と
は
日
常
的
に

欲
す
る
も
の
な
ん
だ
と
。

「
児
童
青
少
年
演
劇
と
俳
優
」

ド
レ
ス
デ
ン
に
お
い
て
お
世
話
に

な
っ
た
レ
ー
ペ
女
史
か
ら
劇
団
で
職

業
訓
練
生
を
預
か
り
、
そ
の
中
で
州

政
府
の
政
策
に
も
あ
る
薬
物
中
毒
者

の
更
正
を
行
っ
て
い
る
話
し
を
聞
い

た
。
５
人
の
若
者
な
の
だ
が
、
そ
の

う
ち
の
一
人
が
芝
居
に
夢
中
に
な

り
、
役
者
と
し
て
作
品
に
出
演
す
る

ま
で
に
な
っ
た
と
い
う
か
ら
驚
き
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん5

人
と
も
薬
物
依

存
は
抜
け
き
ち
ん
と
更
正
さ
れ
た
。

私
は
思
う
。
こ
の
こ
と
は
児
童
青
少

年
演
劇
が
心
の
滋
養
と
な
り
未
来
へ

灯
り
を
灯
す
重
要
な
役
割
を
果
た
し

た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
日
本

に
お
い
て
も
命
を
命
と
も
思
わ
な
い

凶
悪
な
少
年
犯
罪
が
増
え
て
い
る
昨

今
、
児
童
青
少
年
演
劇
が
持
っ
て
い

る
カ
の
効
果
を
改
め
て
見
直
す
時
期

に
き
て
い
る
と
思
う
。

日
本
に
お
い
て
俳
優
は
児
童
青
少

年
の
俳
優
に
限
ら
ず
、
公
演
だ
け
で

は
食
べ
て
い
け
ず
に
副
業
を
こ
な
し

て
い
る
の
が
現
状
。
し
か
し
ド
イ
ツ

の
児
童
青
少
年
の
俳
優
達
は
食
う
に

困
ら
な
い
と
聞
い
た
。

そ
れ
は
政
府
に
よ
る
児
童
青
少
年

演
劇
が
子
ど
も
達
の
情
操
教
育
に
不

可
欠
な
も
の
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い

る
こ
と
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
か
ら

の
日
本
で
こ
の
こ
と
が
我
々
が
ど
の

よ
う
に
活
動
す
れ
ば
認
知
さ
れ
て
い

く
の
だ
ろ
う
か
。
考
え
る
と
と
て
も

高
い
ハ
ー
ド
ル
の
よ
う
に
思
え
て
な

ら
な
い
。

「
我
々
の
役
割
と
は
」

自
分
が
こ
の
視
察
で
何
を
日
本
の

児
童
青
少
年
演
劇
界
に
活
か
せ
る
か

と
考
え
た
ら
正
直
未
だ
方
法
ほ
見
え

て
い
な
い
。
同
行
の
木
俣
氏
に
救
わ

れ
た
一
言
が
あ
る
。「
我
々
は
政
治

家
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
」

我
々
創
造
団
体
が
で
き
る
こ
と

ほ
、
子
ど
も
達
に
「
感
じ
、
考
え
、

話
し
合
え
る
優
れ
た
作
品
を
届
け
て

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
私
の
役
割
と
し

て
は
そ
の
位
置
に
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
ド
イ
ツ
と
い
う
先
人
の
歴
史
の

重
厚
さ
に
学
び
、
公
共
・
学
校
の
、

鑑
賞
教
室
そ
の
も
の
が
減
っ
て
い
る

今
の
日
本
を
嘆
く
の
で
は
な
く
誇
り

を
持
っ
て
活
動
の
理
解
を
広
げ
た
い
。

「
日
本
の
児
童
青
少
年
演
劇
劇
団

は
頑
張
っ
て
い
る
」
と
藤
沢
氏
が
言

っ
た
む
。
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
と
思

う
。
各
劇
団
の
頑
張
り
が
理
解
と
支

援
者
を
広
げ
、「
演
劇
と
教
育
」
と

い
う
「
子
ど
も
達
に
と
っ
で
必
要
な

文
化
」
を
根
付
か
せ
て
い
く
の
だ
と

あ
ら
た
め
て
想
う
。

日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
に

日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
に 

　
　
　
　
参
加
し
て
想
う

　
　
　
　
参
加
し
て
想
う 

新
　
井
　
浩
　
介

新
　
井
　
浩
　
介 

（
演
劇
集
団
朗
）

（
演
劇
集
団
朗
） 

日
独
青
少
年
指
導
者
セ
ミ
ナ
ー
に 

　
　
　
　
参
加
し
て
想
う 

新
　
井
　
浩
　
介 

（
演
劇
集
団
朗
） 

s
エ
ア
フ
ル
ト
州
議
会
議
長
席
に
立
つ
７

人
の
侍

s
ド
レ
ス
デ
ン
空
港
出
発
集
合
写
真

▲授業風景

に
関
し
て
の
文
が
あ
る
の
だ
が
、
そ

こ
で
も
香
川
さ
ん
ら
し
い
論
点
が
あ

る
。
例
え
ば
、
演
劇
教
育
の
定
義
、「
創

造
的
想
像
力
に
よ
る
森
羅
万
象
の
体

現
を
通
し
て
心
身
の
解
放
・
発
達
を

は
か
る
と
と
も
に
、
自
然
や
人
間
や

社
会
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
、
自

立
を
促
す
教
育
活
動
で
あ
る
」
も
必

要
十
分
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

香
川
さ
ん
に
は
、
岡
田
陽
先
生
と

違
っ
た
視
点
で
、
坪
内
逍
遙
や
小
山

内
薫
な
ど
の
演
劇
教
育
論
を
展
開
し

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
勉
強
家

の
香
川
さ
ん
ゆ
え
に
、
実
現
さ
れ
る

日
も
近
い
だ
ろ
う
。

（
石
坂
）

ひ
い
き
の
ひ
き
た
お
し
、
と
思
わ

れ
て
も
困
る
の
だ
が
、
香
川
さ
ん
の

劇
評
は
鋭
く
的
確
で
あ
る
。

演
出
家
と
し
て
の

“

眼‘

が
あ
る

か
ら
、
脚
本
か
ら
演
出
、
そ
し
て
美

術
や
照
明
ま
で
も“

眼‘

が
行
き
届
い

て
い
る
（
こ
こ
ま
で
書
い
て
き
て
、

世
の
劇
評
家
の
方
々
は
ど
こ
の
視
点

か
ら
書
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
だ
ろ

う
か
と
思
っ
て
し
ま
う
）。

こ
の
本
は
劇
評
が
主
で
、
そ
の
内

私
も
何
本
か
観
た
作
品
が
あ
り
、
そ

こ
を
読
む
と“

我
が
意
を
得
た
り‘

と

い
う
と
こ
ろ
が
多
い
。

ま
た
、
香
川
さ
ん
は
演
劇
教
育
に

も
関
心
が
深
く
、
処
々
に
演
劇
教
育

ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
は
紫
の
花
の
咲
く

大
木
で
、
ザ
ン
ビ
ア
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
。
こ
の
木
に
ち
な
ん
で
小
中

高
等
学
校
演
劇
賞
が
一
昨
年
か
ら
ア

シ
テ
ジ
・
ザ
ン
ビ
ア
・
セ
ン
タ
ー
主

催
で
始
ま
っ
た
。
ザ
ン
ビ
ア
で
は
、

演
劇
ク
ラ
ブ
活
動
が
小
中
高
等
学
校

で
大
変
盛
ん
で
、
ア
シ
テ
ジ
の
ほ
と

ん
ど
の
会
員
は
教
員
で
あ
る
。
児
童

ザ
ン
ビ
ア
の
「
ジ
ャ
カ
ラ
ン
ダ
賞
」

〈
図
書
紹
介
〉

香
川
良
成
著
『
日
本
現
代
演
劇
の
諸
相
』

菁
柿
堂
（
千
920
円
＋
税
）


